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慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
[
釈
迦
の
本
地
]
解
題
・
翻
刻

石

川

透

解
題

 

古
来

、
釈
迦

の

一
代
記

を
記

し
た

も

の
は
数
多

く
あ

る
が
、

室

町
時
代

を
中

心

に
物
語

ふ
う

に
記

し

た

の
が

、
室
町

物
語

『釈

迦

の
本

地
』

で
あ

る
。
仏

教

の
創

始
者

の
物

語

で
あ

る
か
ら
、

さ

ま
ざ

ま

の
写
本

が

現
在

に

伝
え

ら
れ

て

い
る
。
慶
應

義

塾

図
書
館

に
は
、

『
雪
山
童

子
』
と
題

す

る
室

町
後

期

の
写
本

も
あ

り
、

す

で

に
翻
刻

も

な
さ

れ

て

い
る
が

、

そ
れ

と
は

別

に
、
今
回
紹

介

す
る
古

写
本

が
存

在
す

る
。

 

本

書

に

つ
い
て
は
、
松

本
隆

信
氏

が

「増

訂
室

町
時

代
物

語
類

現
存

本

簡

明

目
録
」

(『
御
伽

草

子

の
世

界
』
、

一
九

八

二
年

八
月
)
に
お

い
て
、

C

二
系

統

に
分
類

し

て

い
る
。

C
系
統

は
、
版

本

の
系
統

を
含

み
、

写
本

の

数
も

多

い
の
で
あ

る
が
、

C

二
系
統

は
、
松

本

氏

の
分

類

で
は
、

本
書

の

み
で
あ
る
。

 

本
書

は
、

く
せ

の
あ

る
文
字

で
記

さ

れ
、

誤
写

と
思

わ

れ
る
箇

所
も

相

当

に
多

い
。

ま
た
、

こ
れ
ま

で
指
摘

さ

れ
て

こ
な

か

っ
た

が
、
本

書

は
、

『釈

迦

の
本
地

』

の
前
半

部
分

し

か
存
在

し

て

い
な

い
。

さ
ら

に
は
、

本

書

の
奥
書

が
あ

る
最
後

の
丁

は
、
紙

質

も
異

な
り
、

後
補

で
あ

る
と

思
わ

れ

る
。
こ
の
よ
う

に
、
多

く

の
問
題

が
残

さ
れ

て

い
る
写
本

で
は
あ

る
が
、

古

写
本

で
あ

る

こ
と

に
は
変

わ
り

な
く

、

あ
ろ
う

。

異
本
の
研
究
に
も
役
に
立
つ
で

本
書

の
書
誌

は
以
下

の
通

り
。

 
所

蔵
、
慶
應

義
塾

図
書
館

 
番

号
、

一
一
〇

X

l
三
三
六

 
形

態
、

袋
綴

、

一
冊

 
時

代
、

[室

町
末

江
戸
初

期

]
写

 
寸

法

、
縦

二
六

・
七
糎

、
横

一
九

・
九

糎

 
表

紙
、

濃
標

色
表

紙

 
外

題
、

な

し

 
内

題

、
な

し

 
字

高

、

二
二

・
四
糎

 
料

紙

、
斐
紙

 

行
数

、
半
葉

八
行

 

丁
数

、

二
九
丁

 

奥
書

、

「
元
和

七
年

」

の
奥

書

が
あ

る
が
後

補

 

印
記

、

「
慶
應
義

塾

図
書
館

蔵
」

「
月

明
荘

」

(朱

印
)

一47一



 

翻
刻

に
際

し

て
、
本

文

は
底

本

の
お

も
か
げ

を
残

す

よ
う

に
努

め
た
が

、

漢
字

・
異
体
字

は
お
お
む

ね
現
行
書

体

に
改

め
た
。

ま

た
、
私

に
句

点

・

読
点

・
「

」
括

弧
等

を
記

し
、
改
行

も
加

え

て
読
解

の
便

宜
を

は

か

っ
た

が
、
煩

項

に
な

る
の
で

(
マ

マ
)
は
記

さ

な
か

っ
た
。

小
字

の

「
ノ
」

「
ヲ
」

等
は
、

本
行

に
平
仮
名

で
記

し

た
。

見

せ
消

ち
は

《
 
》
、

補

入
は

( 

)
、

割

書

は

〈
 
〉

に
入

れ
て

示
し

た
。

虫
損

部
分

は

お
よ

そ

の
字

数

を
口

に

し

て
掲

出

し
た
。[釈

迦
の
本
地
]

 

釈
尊

は
、
(今

)
始
而
仏

に
成

給

ふ
と
思

へ
は
、
五

百
甚
伝

九
億

こ
ふ
寄
、

当

先

の
仏

に
て
ま
し

ま
す
。

八
千
度

迄
、

し

や
は

に
往

来

し
給

て
、

三
千

大

千
世

界

に
、

身
命
を
捨

給

わ
す

と
云
事

な

し
。

 

去

は
、
抑
も

、
し

や
く
そ

ん
、
御

お

ん
と
く

に
漏

す
。

是

は
、

ひ
と

へ

に
、
衆
生

の
た

め
な

り
。
有
時

は
、

御
身

大
地

に
な

け

て
、
衆
生

の
言

に

か
わ
り

、
又
、

王
子

と
成

て
は
、
望

の
者

を

た
す
け
、

説
善

の
童

子
成

て

は
、

四
句

の
文

に
御
身

を
替

へ
、
有

時

は
、
此

文

(
を
)
わ
し

の
嶺

に

て
、

「諸

行
無

常
、

是
生
滅

法
」

と
、

は
ん

け
ひ
、

こ
く

ふ

に
と
な

ふ
。

 
童

子

、
是
を

聞
給

へ
(
い
)
、
尋

い
り
御

覧
す

れ

は
、

鬼
也

。
童

子

、

の

給

わ
く

、
「諸

行
無

生

と
唱

へ
つ
る

は
、
な
ん

ち

か
」
と

の
給

ひ
け

る
。
「
四

句

の
文

と
申
。

去
は
、
残

り

は
ん

け
ひ
を

唱

へ
よ
」

と

の
給

ふ
。

 

鬼

の

い
わ
く

、
「
此
山

に
、
日
数
経

て
候

へ
と
も
、

い
ま
た
、
食

を

く

わ

す
候
間

、
か

つ
ゑ
て
物

か

い
わ
れ

ぬ
」
と
申

せ

は
、
「
な
ん

ち
か
う

へ
を
は
、

何

に
て
助

へ
き

」
と
問
給

へ
は
、
「
鬼

人

の
身

に
て
候

へ
は
、
人

の
あ

た

〉

か
な

る
、

し

》
む

ら
を

た

へ
候

へ
は
、
忽

、

た
す

か
り
候

」

と
申
。

 

童

子

の
言

か
、
「
去

は
、
残

り

の
文
を

唱

へ
よ
。
聴
聞

而

、
其

後
者

、
丸

か
身

を
あ

た
ゑ
ん
」
と

の
給

ふ
。
「
去

は
、

唱

ぬ
」
と
申

。

則
、

唱
。

童

子

は
、

此
銘
文

を
、
木

葉

に
書
付

、

「諸

行
無

常
、

是
生

滅
法

、

生
滅

々
己

、

寂

滅
為

楽
」
、

「
け

に
く

、
諸

行

は
無
《
生

》

(常
)
也

。
是

生

は
滅

法
也

。

生
而

は
滅

し
、
滅

て
は

す
く

ひ
、
唯

、
寂
滅

以

楽
を
遂

り

。
今

、
我

、
此

文
を
得

た

り
。
末
世

の
衆

生

の
た

め
」

と
て
、

鬼
人

の
有

谷

へ
そ
下

り
給

ふ
。

 

後

を
還

り
見
は
、

ひ
わ
石
、
霞

を

へ
た

て
、

つ
の
嶺

者
遠

く
成
、

鬼
人

の
有
所

は
近

く
成
、
心

ほ
そ
く

は
思

へ
と

も
、
未
来

種

行
済

度

の

た
め

に
、

四
句

の
文

に
、
御
身

を
替

へ
て
、
懸

る
谷

の
鬼

の

口

へ
入
給

へ
は
、

八
葉

の
蓮
花

に
請

と
め
、
鬼

人
、
申
様

、
「我

は
、
是
、
誠

の
鬼

に
あ

ら
す
。
本

地

、

ひ
る
し

や
な

ふ

つ
の
け
し

ん
な

り
。
童

子

の
心
指

を
奉

見

た

め
也
。

抑

、
諸

行
無
常

と

云
は
、

つ
る
き

の
山
を
越

也
。

是
生

滅

法

と
云

は
、
無

常

菩
提

に
の
ほ
る
、

上

の
橋

也

。
寂
滅

已
楽

と

云
は
、

則
、

浄

土

へ
参
乗

物

也
」
。

 

童

子
、
此

法

一
心

余

の
理
を

、
悟

り
た

ま

ひ
て
、
至

広
業

依

の
信

意
を

請

給

ひ
、
此

四
句

の
け

の
其
中

に
、

八
万

四
千

の
仏
法

納

れ

り
。
童

子

八

葉

の
蓮

花

に
生

し
給

ひ

て
、
文

を
唱

へ
、
の
給

わ
く
、
「
鬼

人
、
八
葉

の
蓮

花

に
請

留
、
説

善

(童

子
)

一
体

、

釈
迦
尊

」

と
唱

へ
、

心
実
貴

以

説
善

童

子
、

釈
迦
如

来

と
け

ん
し
給

ふ
。

 

し

ゆ
み

せ
ん
依
南

、
拾

六
太

国
之
中

に
、
皆
等

国

と
申

国
有

。
王

治
給

ひ

て
寄

已
来

、
八
万

四
千
拾

六

代
目

の
王

を

は
、
し

〉
き

や
う

王

と
申
。

彼

王

の
御
子

、
四
人

ま

し
ま
す

。
第

一
を

は
、

上
本

王
、

し

や
う
し

き
じ

や
方
遍

而
、

目
出
度

、

王
子
、

大
日
如

来

の
け

し
ん
。

第

二
を

は
、

国
本

 .・



王

と
申
、
六
天

の
魔

王

の
け
し
ん

な
り
。
第

三

を
は
、
わ
く
本

王

と
申
也

。

第

四
を

は
、

か
ん
ろ
本

王
と
申

。

 

然

に
、
彼
上

本
大
王
、
御
年

五
拾

に
及
給

ふ
迄

、
王

子
壱

人

ま

し
ま

(
さ
)

す

。
大

王
、
是

を
歎

き
給

ひ

て
、
有
時

、

ま
さ

し
き
僧

人
を

食

て
、

せ
ん

し
有
け

る
は
、
「
都
内

に
、
代

を
次

へ
き

王
子
、
生

み
給

ふ

へ
き
后

や
ま

し

ま
す

か
」
と
御
尋
有

け

れ
は
、
僧

人
、

せ
ん

し
を

承
、

そ

ふ
も
ん
申

、

「
此

国

の
内
、

長
者
有
。

名
を

は
、
説

光
長

者
、

二
人

の
ひ
め
君

有
。
壱

人

を

は
、
ま

や
ふ
人

と
申

。
壱

人
を

は
、

け
ふ

と
ん

み
と
申

。
彼

ま

や
ふ
人

を

迎

取
、
后

と

か
し

つ
き
給

は

〉
、
其
御

腹

に
、
必

ま

し
ま
す

へ
き
」
由

、

う

ら
な

ひ
申

け

れ
は
、
太

王
、
大

き

に
祝
給

ひ
、

臆
而

迎
取

奉

り
、

一
の

后

と
祝
給

ひ

て
、
二
世

の
御
契

り
、
浅

か
ら
す
思
食

ほ
と

に
、
ま

や

ふ
人
、

御

す

ひ
め
ん
有
口
。

 

し
や

か
如

来
、

人
間

の
腹

に
や
と

り
、
仏

法

の
た

ね
を
次

、
未
来

衆

生

済

度

の
御

た
め
、
本

覚

の
月
明

に
、

又
、
発

生

の
御
身

を
、

皆
等
生

に
現

し

、
た
ん

上
を
、
菩

提
種

の
本

に
せ

ん
し
、

法
を

こ
く

ふ

に
説
、

ね

は
ん

を

お

こ
し
、

な
し

や
う

に
し
め

し
た

ま
は

ん
た

め

に
、

上
本

王

の
御

子

、

ま

や

ふ
人

を
母

と
定

奉
覧

と

て
、
脇
下

寄
入

た
ま

ふ
と
、
御
覧

し

け
れ

は
、

后

、
臆
而
、

御
懐
人

の
心

ち

に
て
そ
、

ま

し
ま
す

。

 

去
は
、
御

懐
人

の
間
、

種

々
の
き

と
く
有

。
枯

た

る
木

に
、
花
咲

、

み

な

り
、

(為

)
老
も

の
も
、

参

て
拝

み
奉

は
、

若
成

、
病
者

成

者
も
、

奉

拝

者

、
病
、
忽

に
な

を
り
、

し
や

け
ん
成

も

の
も
、

慈
悲

の
心

を
発

、

お
ろ

か
成
も

の
も
、

ゆ
た

か
に
な
り

、
惣
而

、

し
や

ま
け

た
う

に

い
た
る
迄

、

拝

し

お
か
み
奉
も

の
、
し

や
う

し
き

に
成

す
と
云

事
な

し
。
如

何
様

の
、

種

々

の
き

と
く

の
す

ひ
さ
う

《
也

》
。

其
数
多

。

 

去
程

に
、
ね
ん

か
う
も
替

り
、
正

承
元

口
甲
寅

、
卯

月

八
日

の
日
中

に
、

し

や
く

せ
ん
た

ん

の
木

の
本

に
て
、
生

れ
給

ひ
け

る
。

大
地

、
六

し
ゆ

に

し

ん
と

ふ
而
、

見
明

の
御

《覚

》

(楽

)
、

こ
く

ふ

に
み
ち
く

、

四
大

天

王
来

給

ひ
て
、

お

か
み
給

へ
り
。

四
方

の
草

木
、

雲

い
寄
は

、
五
色

の
光

明

か

〉
や
き
、
金

銀
し

ゆ

玉
、
七
珍

万

宝
、

こ
く

ふ
寄
来

臨

而
、

い
き

や

う
く

ん

す
る
也
。

有
得

国

か
寄

こ
く

ふ
、
其

数

二
万

四
千

人

、
上
本

王

は

参
給

ふ
。

 

た
ん

し
や
う
有

て
、

七

日
と
申

に
、

四
方

に
向

て
、

七
足

あ

ゆ
み
給

へ

は
、

御
足

の
下
寄

蓮
花

開

け
り
。

太
子

の
御

足
を

請
奉

り
、

光
明
十

方

を

照
給

ふ
。
左

の
御
手

以
天

を
指

、
右

の
御
手

を
以

地
を

指
、
「
天
上

天
下
唯

我

と
く

そ
ん
」
と
唱
給

へ
り
。

此
心

は
、

「
天

に
も

地

に
も
、

只
、
我

一
人

貴
」

と
、

の
給

へ
り
。

 
な

ん

た
、
は

つ
な

ん
た

の
龍

来

、
す

い
た
う

の
荷
を
出

し

、
う

ふ
湯
参

せ
奉

り
、

七
多
太

子

と
申

け
る
。

懸
り

け

る
処

に
、
生

死
無
常

の
か
な

し

さ

は
、

ま
や
ふ

人
、
太

子
を
生

み
奉

り

、
七

日

と
申

に
、
花

の
御
姿

を
、

無
常

の
風

に
さ

そ
わ

れ
給

ひ
て
、

は

か
な
く

な
ら

せ
給

ひ
け

る
。

 
上

本
王

を
始
奉

り
、

一
天

の
暗

闇
、

中
く

不

及
申

に
。

太
子

を
は
、

け

ふ
と

ん
み
、
取

上
給

ひ

て
、
箱

く

み
給

ふ
。
五

百
人

の
め

の

と
、

い

つ

き

か
し

つ
き
奉

り
、
去

程

に
、
月

日
漸

く

送
り

迎
、

三
年

に
成
給

ふ
。

父
大

王
、
の
給

は

く
、
「
七
歳

に
も
成

な
ら

は
、
世

を

ゆ

つ
り
参

せ
ん
」
と
、

悦
給

ひ
け
る
。

 

か
く

て
、
七
歳

の
夏

の
比
、
鳥

の
、
す

へ
虫

を

く
わ

へ
て
来

り

け
る
を

、

御
覧

し

て
、
菩

提
心

を
発
、
思
食

け

る

は
、
「
む
し

く
わ
う

、
こ

ふ
る
。
今

に
至

迄
、
山

野

の
け
た
も

の
、
か
ふ

か

の
う

る
く

す

に
至
迄

、
皆

二
親
有

。

い
わ
や
、
丸

は
、
五
百

六
億

の
主

そ

か
し
。
父
大

王
は
、
ま

し
ま

せ
と
も

、

母

と
云
人

な
し
。
天
な

く
し

て

は
雨

ふ
ら
す
、
地

な
く

し
て

は
草
木

生

す
。
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母

な
く

し
て
は

、
生
す

へ
か
ら
す

」
と

て
、
公

行
大
臣

に
と
わ

せ
給

へ
は
、

か
く

と
申

人
も

な
し
。

 
太

子
、
御

泪

を
な

か
し
給

ひ

て
、

有
時

、

け
ふ

と
ん

み
に
申

さ
せ
給

ふ

や
う

は
、

「
抑
、
鳥

類

け
た
物

に
至

迄
、

二
親
有

。
丸

は
母

と
申

人

な
し
」

と

の
給

へ
け
れ

は
、
け

ふ

と
ん

み
、

誠

に
哀

に
思
食

て
、

な

か
る

〉
御

泪

を

お
さ

へ
て
、
申

さ

せ
給

ふ
、
「
か
な
し

き

か
な
や

、
太

子
、
未

し
ら

せ
た

ま

わ
す

や
、
御

母
は
、
説

覚
長

者
姫

君

、
ま

や

ふ
人
と

て
、

わ
ら

わ
か
た

め

に
は
、
あ

ね

君
也

。
太

子

を
う

み
奉

り

て
、

七

日
と
申

口
、

は

か
な
く

な
ら

せ
給

ひ
し
時

、
わ

ら

か
取

上
奉

り

て
、

は
や
七
歳

に
成

給

ふ
」
。

 
太

子
、
此

由
、

つ
く

く

と
聞
召

て
、
「
哀
、
は

か
な

か
り
け

る
丸

か
心

か
な

。
会
者

定
離

の
習

ひ
、
生

す

る
も

の
は
必

す
死
身

を
持

な

か
ら
、

母

を

た
す
く

る

い
と
な

み
な
く

し

て
、

一
天

の
主

、

は
ん
し

や
う

の
身

に
ほ

た

さ
れ

て
、

二
度

、
三

つ
の
古

郷

へ
還

ぬ
事

の

口
惜

さ
よ

」

と
思
召
。

 

「
千
秋

万
歳

と

い
の
る
身

も
、
今

日

を
不
知

。
命

は
水

辺

の
あ
わ

の

こ

と

し
。
魂

は
老
鳥

の
こ
と
し
。

か
た
ち

、
破

ぬ
れ

は
、
留
魂

も

な
し
。

か

は
ね
を
野

へ
に
捨

ぬ
れ

は
、

二
度
、

其

い
せ

い
な

し
。
然

に
、

其
身

き

へ

な

は
、
今
生

の
余

波
も

な

か
る

へ
き

に
、
善
悪

の
潭

《
中
》

(重

)
に
寄

て
、

各
く

し
ゆ
く

の
地
獄
に
落
、
今
生
に
て
な
せ
る
罪
業
悉
請
く
へ
し
。

何
事

も
、

石

の
火

の
間

、

い
と
な

み
也

。
不
定

世
界

の
何

を

(は
)

こ
せ

ん

や
。

ゑ
ひ
く

わ
と
云

も
、

ま
と

し
き

口
云

も
、
唯
夢

中

の
夢

、
ま

ほ

ろ

し

の
内

の
ま
ほ

ろ
し
也
。

め

い
と
世

界

は
、

き
せ

ん
を
も

き
ら

わ
す
。

去

は
、

御
母

ま
や

ふ
人
も

、
此

雲

い
を
出
給

ひ
て
、
御

供

《
中

》

(申
)
人
も

な

く
、
く

わ
う

せ
ん
、

三

つ
の
苦
能

を

請
ま

し
ま

す
ら

ん
。
丸

か
死

て

の

其
後

は
、

母
ま

や
ふ
人

を

は
、
誰

か
弔

ゐ
参
。

然

は
、
五

百
六

億

の
国
を

持

て
、
何

な
ら

す
。
発

心
を

し

て
、
母

《
を
》

の
菩
提

を

弔
奉

覧
」

と
思

食

、
七

歳

の
御

歳
寄

、
菩

提
心

を
発
給

ひ
け

る
。

 

父
大

王
、
是

を
聞
食

給

ひ

て
、
僧

人
を
食

て
、
被

仰
有

け

る

は
、
「
太
子

に
わ
う

さ
う

ま
し

ま
す

か
、

わ
う

さ
う
ま

し
ま

さ
は
、

う

ら
な

ひ
奉

覧
」

と
、
せ
ん

し
有
け

れ

は
、
僧

人
、

い
ち
く

算
書

を
開
、
申

け

る
は
、
「
王

相

、
目

出
度

候
」

と
申
。

 

僧
人

か
名

を

は
あ

ひ
と

ふ
と
申
。
彼
あ

ひ

と
ふ
、
申

様
、
「
太

子
、
王
相

ま
し

ま
す

と
は
申

な

か
ら
、
仏

法
僧

王

ま
し
ま

す
。
十

九

に

て
、

王
宮
を

出

、

た
ん

と
く
せ

ん

の
嶺

に
て
、
御
出

家
有

て
、

御
歳

、
是

に
て
、

御
身

皆

、

こ
ん
し

き
と
成

給

ひ

て
、

仏
法

を
世

に
説
広

、
衆

生

を
さ

ひ

と
し
給

《
ひ
》

ぬ
。
其

時
、

此

お
き
な

、

と

〉
ろ
く

し

て
、

仏
法

の
御

名

を
、

則

聴
聞

せ

ん
事

、
猶

寄

以
、
嬉

敷
御
事

、
添

」

と
申
。

 

大

王
、
聞
食

、
太

気

に
驚
給

ひ

て
、
け

き
り

ん
、

以
外
成

。

 

然
処

に
、

往
浄
寄

北
、

弐
百

五
拾

里
を
去

て
、

山
有

。
名

を

は
、

浅
多

と
云
。
彼
山

に
住
給

ふ
仙

人
、
大
王

へ
飛
来

て
、

の
給

わ
く

、
「
七
多

太
子

は
、
仏

法

の
太
子

と
成
給

ひ
候

へ
し

。
某

は
、
三
世

る

つ
ふ
し

て
、
去

に
、

偽

な

し
」

と
て
、
本

山

ゑ
そ
飛

還

り
給

ふ
。

 

其
時

、
相

東

か
申

事

、

(誠

に
)
成

て
、

御
審

め
け

る
。

此
事

、
大

王
嘆

き
給

ひ

て
、

「
如
何

〉
か
す

へ
き
。

太
子

の
心

を
慰
奉

へ
き
」
と
、

せ
ん

し

成

。

公
行
大

臣
、

せ
ん

き
有

て
、
先

、

四
方

に
四
季

の
山

を

つ
き
、

御
永

覧

成
。

 

東

に
は
、

春

の
有

様

、
南

に
は
、

夏

の
有

様
、

西

に
、
秋

の
有

様

、
北

に
は
、

冬

の
姿
。
臆

而

、
太

子
、
行

向
を

す

〉
め
申

さ
れ

け

る
。

 

太

子
、
先

、
東
春

の
有

様

を
御
永

覧
有

。
見
、
明
野

に
を

け

る
白

露

は
、

残

り

の
雪

か
と
疑

れ
、

は

や
、

う

す
霞
梢

に
は
、
も

〉
さ

へ
つ
り

の
鴬
、

と
う

か
ん
、
せ
ひ

か
ん

の
柳

の
枝

、
梅

か
小
枝

に
、
嵐

や
花

を

さ
そ

ふ
覧

、
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松

に
懸

れ

る
藤

な

み

の
、

立
帰

る
也
。

か
り
か

ね

の
鳴
音

も
、

い
と

〉
哀

成

る
。

 

太

子
、
此

有
様

を
御

覧
し

て
、

い
と

〉
、
無
常

の
御

心
を
催

所

に
、
年

八
拾
余

り
成

老
翁
、
行
向

を
拝

み
奉

り
け

れ
は
、
太
子
、
臣
下

以
、
「
如
何

成

者

そ
」

と
、

せ
ん
し
有

。

 

老

人
、
答

申
様

、
「
我

は
、
是

、
若

か
り

し
時
、

二
人

の
親

に
か

し

つ
か

れ
、

七
珍
万

宝

に
、

あ

き

み
ち

つ
れ
と
も
、

何
事

も
、
唯

、
夢

ま

ほ
ろ

し

と
成
。

既

八
十

に
余

り

け

る
。

か
み

に
は
、

し

も
を
載

、

ひ
た

ひ
に
は
、

な

み
を
被
寄

、
腰

か

〉
み
、

六
根
不

安
、
昔

は
人
を
嘲

り
、
今

は
人

に
云

せ
め

ら
れ
、

い
に
し

へ
を
な

す
わ

さ
、
皆
是

、
罪

過
也
。

死

へ
き
今

日

を

不
知
。

然

は
、
必
地

獄

に
落
、

各
く

苦
妙

を
請

へ
き

や
。

君
も
、

今
、

百
官

万
臣

に

い
ね
ふ
せ

ら

(
れ
)

て
、

た

の
し

み

の
永

過

に
、

ほ

こ
り

た

ま

ふ
と
も
、

老

か
程

な

く
来

り
な

は
、
花

の
御
姿

も
色

替

り
、
青
柳

の
ひ

ん

は

つ
は
、

皆

と
ふ
し

み
を

み
た

せ
る
。

よ
く

足
手

の
御

つ
ま
先

に

い
た

る
迄

、
大

六
天
、

一
す

ひ
五

十
年

の
内

に
、
翁

か
有
様

に
、
違

給

ふ

へ
か

ら
す

」
と
申

せ
は
、
太

子
、
是
を
聞

食
、
「
本

寄
、
唐

人

ま
し

ま
は
、
理
也

」

と
思
食

、

又
、
南

天

に
行
向
成

、
夏

の
気
色

を
御

覧

す
れ

は
、
卯
花

、

か

き

つ
は
た
、
う

ら

む
ら

さ
き
、
朝

顔

の
日
影

し
ほ

る
有

様

も
、
物
哀

な

り
。

 

夕

暮

に
、

山
時
鳥

の
音

つ
れ
も
、

い
と

〉
す
ご

さ

の
ま

さ
り

け
る
。

岩

間

の
水

に
す

〉
み
と

り
、
昔

の
人
之

待

た

へ
て
、
花

た
ち
花

の
匂

ひ

に
は
、

た

か
袖
懸

て
か

ほ
る
覧

。
池

の

は
ち
す

の
そ

よ
め

き

に
、

こ

ふ
り

に
し
ま

ぬ
心

哉
。

 

秋

を
哀

の
さ

よ
風
も

、
身

に
し

み
く

と
悲

き

に
、
又
、
庭

《
主
》
(
上
)

に
、
病
者
有

。
太

子
、
こ

れ
を
御
覧

し

て
、
「如

何
成

者
そ

」
と

せ
ん

し
有
。

 

病

人
、
答

て
申
様

、
「
以
前
、
永
覧

有

し
時

の
翁
也
。
軽

き
身

に
、
重

き

病

を
請

、
宴

、
病

苦
也
。

い
や
し

き
も
、

必
又
、

老
少

不
定

の
業

と
也

。

有

時

は
、
次

第
不

円
也
。

鬼
魔

の
使

を
得

、
本
病

の
い
ん

ゑ
ん

な
り
。

病

の
次
第

、

百
壱
病

つ
》
合
、

四
百

四
病
也

。
病

遊

は
、
五
体

不

安
、

か
た

ち
を

と
ろ

ひ
、
色

替

り
、
身

心
を

な
や

ま
す
。

坊
主
病

者
、

苦

の
中

の
地

獄
也
。

又

、
死

の
も

と

ひ
也

。
誰

か

い
と

ひ
、

誰

か
遁

つ
覧

や

。
身

心
な

や

ま
す
時

は
、
仏

法
種
行

も

、
龍

つ
の
行
法

な
ら

す
。
行
法

か
け

ぬ
れ

は
、

何

く

ふ

(
ふ
)

も
成

へ
か
ら

す
。

人

は
、

皆
、

地
水

火
風
空

以

借

に
造
立

す

る
身

体
也

。

一
体
違

は
病

と
成

、
時

の
三

け
ん
合

力
も
、

必

、

七
珍
万

宝

も
あ
た

な

り
。
生

類
春

属

も
た

す
け

す
。
始

、
せ

ん
は

ん
し

や
う

の
身

、

下
、

せ
ん

け
ん

か

の
類

も
、

病
を

請
事

か
く

の

こ
と
し
」
。

 

其
時

、
太

子
、
臣
下

以
、
彼

お
き
な

に
、
水

を
あ

た

へ
た
ま

ふ
け

る

に
、

世
間

の
う

ひ
無
常

を

く
わ

ん
し
、

又
、

西
面

を
祈
、

秋

の
気

色

を
御

覧

す

れ

は
、
露

せ

き
か
く

る
女
郎

花
、

萩

か
立

へ
の
う

す
む

ら
さ

き
、
木

々
の

紅
葉

も
そ

(
よ
)

め
渡

る
、

秋

を
時
雨

の
山

際
、

を
し

か

の
音

も

す
さ

ま

し

く
、
身

に
し

み
く

と
吹

風

は
、

誰
を
恨

の
ま
く
す

は
ら
、

う

ら

か
れ

染
草

村

に
、
万

の
虫

の
鳴
音

迄
、
物
哀
成

折
節

に
、
又
、
昨

日

の
お
き

な
、

今

日
は
死

人

と
成

て
、
愛
後

世

に
引

さ
ら

し
、

し

〉
む

ら
や

ふ
れ

て
、
白

骨

は

(男

)
女

に
替

す
。
今

日

の
行
向

は
、

殊

に
哀

を

催
す
。

 

太
子
、

こ
れ
を
御

覧

し
て
、

正
蓮

花

の
御

眼
寄

、
御

泪
を

な

か
し
給

ひ

け

る
。
弥

々
、

御

た
う

ち
ん

ふ
か

か
り
け

る
。

 

北
面

に
行
向

成
、

冬

の
気

色

を
御

覧
す

れ
は
、

雪

は
霜

の
山

に
み

ち
、

松

の
梢

も
見

え
わ

か
す
。

ま

か
き

か
本

の
し
ら

き
く

は
、
う

つ
ろ

ひ
は

つ

る
も
哀
也

。
生

死

に
ま

よ
ふ
虫

の
音

の
、

か
す

か

に
残

る
下

草

に
、
雪

の

隙

、
朝
道

た

へ
て
、
と

を
り

と
め

た
る
岩

間

の
水

の
、

氷

と
ち

た
る

あ
し

ろ

の
魚

之
、

寄

へ
も
な

き
有
様

を
、

残

す
御
覧

し

て
、

哀
催

す
所

に
、
薄
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墨
染

の
衣

き
た

る
僧

(有

)
。

 

太
子
、

こ
れ
を
御

覧

し

て
、

臣
下

以
、

御
尋

有

(
け
れ

は
)
、
僧

、
答

て

申
様

、

「我

は
、
是

、
浮

世

い
と

ひ
、
無
常

を
関

す

る
聖
也

」

と
申

。

 

太
子
、
重
而

せ

ん
し
有

、
「
無
常

を
く

わ

ん
す

る
と

は
、
如
何
成

事

そ
」
。

僧

の
曰
く
、

「
其
、

三
界

は
、

う

ひ
の
住

か
な

り
。
生

は

死

の
も
と

ひ
也

。

宵

光
朝
露
、

石

の
火

の
こ
と

し
。
魂

肉
身

を
去

て
、

中

に
趣
則
者

、
高

も

い
や
し

き
も
、
只

一
人
、

広

く

た
る

野

へ
に
迷
。

日
数

は
、

罪

に
寄

て

多
少

有
。

か
く

て
、
め

い
と

に
至
、

こ
ふ

に
寄

て
、

地
獄

、

か
き
、

ち
く

し
や
う
、
し

ゆ
ら
、
人
、
天
、
八
寒

八
熱

の
苦

を
請

。
有

時

は
、
獄

そ

つ
、

あ

ほ

ふ
ら

せ

つ
か
慮

り
、

く

わ
う

て

つ
た
う
を

香

と
無

。

有
時

は
、
明

火

の
上

に
縄

を
は

り
て
、

せ
め
ら

る

〉
。

眼
を

ぬ
ひ

て
、

は
り
を

さ
し
、

舌

を

ぬ

い
て
、
く

ひ
を
打

、
頭

に
火

ゑ
ん

を
戴

き
、
足

に
鉄

の
火
を

ふ
ま

せ
、

滅

す
れ

は
生

而
、
頭

を

こ
ん
り

う

し
て
、
夜

ひ
る

の
ひ

ま
も
な

く
、

せ
め

ら
る

》
。
如

何
様

に

て
は
、

い
つ
た
す

か
る

へ
き

に
、

千

こ

ふ
万
こ

ふ

に

も
出

か
た

き
。
然

る
処

を
出
な

か
ら

、
結
句

、

人
間
生

れ
な
し

ひ
侍

に
、

仏

法
を
聞

な
か
ら
、

一
段

の
名

理

に
た

ふ
さ

れ
て
、

む
な

し
く

又
、
本

の

三

つ
の
こ
き
や
う

へ
帰

ぬ
事
、

南
無

う

ら
め
し

き

は
、

五
飲

本
能

、

い
と

ふ

へ
き

は
、

苦

の
三
業
、

懸
事
有

を

聞
な

か
ら

、
此
度

、

生
死

の
苦
界

を

出

す
は
、
未

来
、

い
か

て
か
、

一
か
ん

の
浮
木

に
も
合

ぬ
か
。
故

に
、

三

界

六
道
出

て
、
生
楽

の
門

に
入

な

ん
事
を

、

い
と
な

み
給

へ
。

君
も
、

十

せ
ん

の
位

に
そ
な

わ
り
給

ふ

と
も
、

此
度

、

い
と

ひ
給

は
す

は
、

必
、

悪

道

に
落
給

ふ

へ
し

と
、
菩
提

心

を
発

て
、
ひ
と

へ
に
、
仏
道

を
願
給

は

〉
、

至
広

業

の
罪

、
悉

〈
消
書

〉
滅

、
忽

に
本
覚

の
如

来

と
成

給

ふ

へ
し
」

と

申

せ
は
、
太

子
、
聞

食
、

「
丸

も
、
何

か
、

砂
門

之
姿

と
成

覧
」

と
思
食

、

御

泪
と
共

に
、
行
向

成
、

弥

々
、
御

心

を
留

た
ま

わ
す
。

 

「如

何

せ
ん
」

と
、

皆

々
、
歎

き

た
ま

ひ

つ

》
、
公
行

大
臣

せ
ん
き
有

て
、
各

々
申

さ

れ
け

る
は
、

「
人

間

の
心
を

留

に
は
、

ふ
う

ふ

の
道

成

と
、

聞

へ
け

る
。
如
何

成
人

を

か
、
后

と
祝

申

へ
き
」
と

て
、

「
五

百
人

の
大
臣

の
中

に
、
こ
や
す
大

臣

の
姫

君

に
、
こ
や

す
た

ら
女

と
て
、
お
わ

し
ま

す
。

三
拾

さ
う

、
し

ま
わ

う
ご

ん

の
御

姿

に

て
お
は

し
ま
す
」

と
申

。

 
大

王
、
聞

食
、

御
悦

限

な
し
。

文

を
あ

そ
は

さ
れ

て
、

安
大

臣

へ
被
遣

る

〉
。
安

大

臣

の
御

返
事

に
曰
く

、
「
人
之

上
下

を

き
ら
わ

す
、
鉄

の
ま

と

を
七
枚

重

而
、
其

間

四
拾
里

に
而
、

い
と

を
し

た
る
人

を
、

む

ご

に
取

へ

し
」

と
申

さ
れ

け
る
。

 
太

子
、

是
を
聞

食

て
、

「
丸
も

見
物

せ

ん
」
と

て
、
安
大

臣

の
御

本

へ
行

向
有

。
此

由
、
御

天
竺

、
披

露
有

け

れ
は
、

き

せ
ん
上
下

参
種

て
、
う

ん

か

の

こ
と

く
也
。

我

も
く

と

い
け

れ
共
、

壱
枚

も

い
と
を

し
申

人
も

な

し
。
 
愛

に
、

国
本

王

の
御

嫡

子
、
大

破

た

つ
た
と
申

人
、
来

り

て
、

い
た

ま

ひ
け
れ
は

、
此

人
は
、

経

を
そ

し
り
、

出
家

を
見

は
、
忽

い
こ

ろ
し
、
仏

法

の
て
き

と
成

人
也
。

し

ゆ

み
せ
ん
寄

北

の
谷

に
、
鉄

の
城

を

四
拾

四
町

に
持

、
六

万

八
千

人

の
け

た
う

を
あ

つ
め

て
、
春

属

と
し
、

か

ひ
に
ま

か

せ

て
、
ほ

こ
り
給

ふ

人
也
。

 
大

波
、
被

仰
有

け

る
は
、
「
我

、
此

ま
と

を

い
と
を

し
、
安
大

臣

の
む

ご

に
な
ら
ん

」

と
申

、

い
給

ふ
。

ね
ん

の

ふ
、

五
枚

は

い
と
を

し
た

ま

へ
と

も
、
残

り

二
枚

と

を
ら
す

。
そ
れ

、
大

波
、
被
仰

け

る
は
、
「
天
下

に
、
我

に
ま
さ

る

〉
人

あ
ら

」
と
、

い
か
り

け
れ

と
も
、

安
大
臣

、

も

ち
ひ
た

ま

わ

す
。

 
懸

け

る
所

に
、
七
多

太

子
は
、
此
由

御
覧

し

て
、
「我
、
后

の
ほ
し

き

に

は
有

す
。
末

代

の
衆
生

の
、

み
せ
し

(め

)

の
た
め

に
」

と

て
、

御
年
拾
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六
歳

に
し

て
、

鉄

の
御

秘
蔵

の
御

弓

に
、
御

矢
を

番
、

よ

つ
ひ

(
い
)
て
、

し
は
し

か
た

め

て
、

は
な

し
給

へ
は
、

七
枚

の
ま
と

を
は
、

羽
中
を

せ
め

て
た
ち

に
け

り
。

 
御

け

ひ
ほ
く

の
ら

く
、
安

大
臣

の
御

む

ご

に
、

定
給

ひ
け

る
。
此
世

の

御
契

り
、

浅

か
ら
す
。

然

と
も
、

弥

々
、
浮

世

の
有
様

の
、

あ
た
な

る
事

を
く
わ

ん
し
、
御

た
う

し
ん

ふ

か
く
成
給

ふ
。
「
丸

か
年

五
拾

に
余

り
、
只

壱

人
有

王
子
也

。
太

子
、
王
宮

を
出

る
は
、

一
天

の
暗

闇
成

へ
し
」
。
安

た

ら
女

の
御

心
内

、

さ
そ
思

や
ら

れ

て
哀

也
。

 

彼
安

た
ら
女

は
、
御

天

竺

に
か
く

れ
な

き
人
也

。
見

人
聞

人
、
心

を
う

こ

か
さ

(た
)
る
は

な

か
り

け

り
。
七
多

太

子
、
前

世

の
契

り
浅
す

し
て
、

此
度
、

ゑ
ん

わ
う
を

む

つ

(
ふ
)
事
、

ひ
よ
く

の

か
た
ら

い
、

深
玉

の
す

た
れ

の
内

は
、
月

の
光

、
は

や
く
う

つ
る
事

を

う
ら

み
、
あ

つ
き

の
窓

に
、

や
も

め
か
ら

す

の
音

を
哀

み
、

片
時

も
立
離

へ
き
を
、

歎
き
給

ふ
。

 

錐
然

と
、
太

子

は
、

(無

)
常

菩
提

の
御

心
、
深

か
り
け
れ

は
、

王
宮

を

出

、
誠

の
道

に
入

と
思
食
定

つ
〉
、
常

の
む

つ
事

こ
ま
や

か
に
、
安

た
ら

女
は
、
何

や
覧

、

む
ね
打

さ
わ

き

つ
〉
、

「
契

り
末

の
如

何
成

覧
」
と
、
歎

き
悲

み
思
食

は
、
太

子

の
御

年

、
拾

三

の
秋

の
比

寄
、

出
家

の
御

暇
乞
、

の
給

へ
と
も
、

出

し
た
ま

わ
す

。
大
裏

を

は
、
鉄

の

つ
ひ
地

を

四
拾

定

に

つ
き
、
太
子
を

出
し

奉
覧

と

の
た
く

み
と

も
あ

り
。
千

人

の
兵

子

を
す

へ
、

四

の
門

を

か
た
め
、
け

ひ
こ
せ

さ
れ
、
太

子
を

は
、
木

の
内

の
鳥

の
如

く

、

出
し
給

ふ

へ
き
様

も
な
し

。

 

有
時

、
太

子
、

一
の
御

馬

や

に
立

た

ま
ひ

け
る
。

こ
ん

て

ひ
と
云
駒

に

向

て
、
仰

け

る
は
、
「
己

は
、
こ
く

ふ
を

か
け

る
能

有

。
丸
を

た

ん
と
く

せ

ん
迄
、

送
り
付

て
被
参

よ

」

と
、

せ
ん
し

あ

り
け

れ
は
、
彼

駒
、

ひ
さ

ま

つ
ひ
て
、
泪

を
そ

な
か
し

け

る
。

 

又
、
し

や

ぬ
く
と

云
と

ね
り

を
食

て
、
「
こ
ん

て

い
駒

に
鞍

を

置

て
、
丸

を

た
ん

と
く

せ
ん
迄

送
付

よ
」

と

の

せ
ん
し
也

。
し

や
ぬ
く

は
、

太

子

の

せ
ん
し

を
承
、

思
煩

て
そ
有

け

る
か
、

君

の
せ
ん
し

を
背

て
は
不

可
叶

と

(
思
)
、

彼
駒

に
鞍

を
寄

、
南

の
門

に
そ
引

立

け
る
。

 

太
子

は
、
御

年
拾

九
、

壬
申

の
弐

月

八
日

の
夜
半

に
、
御

心

つ
よ

く
も

思

切
給

ひ

て
、

出

さ
せ

た
ま

ふ

か
、

又

立
帰

り
、
君

の
御
枕

に
近

付
、
驚

か
し
奉

り
、
の
給

わ
く
、
「
日
比

申

つ
る
事

、
唯

今
挟

を
別
出

候

へ
は
、
目

出
度

、
仏

法
執

行

を
し
、

三
界

と

く
そ

ん

と
習

、
第

一
番

の
所

に

ご
ゑ
参

せ
ん
。
御

余
波

は
、

さ

ま
く

を

し
け

れ

と
も
、
后

も
思
食

切
給

へ
。

如

何

様
候

と
も
、

つ
ひ

に
は
、

そ

ひ
は

つ
ま
し

き
浮
世
也

。

こ
れ

を
徒

に
暮

し
、
悪
道

に
落

候

は
ん
事

、

口
惜
御

事
也

。
仏

法

の
師

と
成

は
、

后

も
我

も

諸
共

に
、
安

楽
世

界

に
生

ぬ
事

、
何

疑
あ

る

へ
か
ら
す
」
と

の
給

へ
は
、

后

は
、
悲

ふ
か
く

ま
し

ま

さ
と
も

、
是

を
限

の
あ

つ
き
な

れ
は
、

人

目
も

恥

す
、
太

子

の
御

た

も
と

に
す

か
り

つ
き
、
兎
角

の
御
言

葉
も

な

く
、
た

〉

泪

に
そ
、

む
せ

は
せ

た
ま

ふ
。

 

「后

も
能

々
思

切
給

へ
」
と

て
、

「
心

よ
わ
く

て

か
な
ふ
ま

し
」
と
思

食
、

余

波

の
御

た
も

と
を
引

切
給

ひ
て
、

し
や

り
ん
天

を
出
給

ふ
。

后

は
、
あ

(
か
)

ぬ
別

の
た
ま

の

こ
て
、

只

一
人

ふ
し
し

つ
み
給

ひ
け

り
。

 

太

子
は
、

(
い
)
た

け
し

ゆ
上

の
御

く

つ
を
は
き

、

こ
ん
て

い
駒

に
打
乗

給

ひ
て
有

け
れ

は
、

四
門

の
兵

子
、

用
心

き

ひ
し

く

て
、
出

給

ふ

へ
き
様

も
な

し
。
然

り

け
る
所

に
、

四

天
王

あ
ま

下
給

へ
は

(
ひ
て
)
、

太

子

の
め

さ
れ

た

る
、

こ
ん

て

い
駒

の
足

を
指

上

て
、

四
拾

て

や
う

の

つ
ひ
地

を
取

出

し

、
心
懸

の
山

へ
そ
趣
給

ふ
。

 

太

子
、
常

の
行

向

に
は
、

公
行

大

臣
、

百
官
万

民

に
、
前

後

左
右

を

い

ね

ふ
せ
ら

れ

て
お
は

し
ま

す

に
、

菩
提

の
道

に
入

給

へ
は
、

し
や

ぬ
く

と
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ね

り
計

也
。

太
子

、
た

ん
と
く

せ

ん

の
ふ
も

と

に
、

と
く

り
ふ

と
く

し
ゆ

山

と
云
処

を
通
給

ふ
。

 

此
山

の
ふ
も

と

に
、

一
切

の
け

た
う
あ

つ
ま
り

て
、
せ

ん
き
す

る

や
う
、

「
七
多
太

子
は
、

菩
提

心
を
発

、
今

王
宮

を
出

て
、

た

ん
と
く

せ
ん

に
入

申

さ
ぬ
。

此
人
、
麦

に

つ
き
給

は

〉
、

わ
ら

は
か
悪

業

ほ
ん

の
ふ
も
成

へ

か

ら
す
」

と

て
、

こ
く

ふ

に
あ

つ
ま
り

て
、
大

は

ん
し

や
く
を
、

太

子

の

上

へ
な
け
懸

奉
り

け
れ

は
、
帰

而
、

け

た
う

と
も
、

み

ち
ん
と
成

儘
、

太

子

は
、

た
ん
と
く

せ

ん

の
大
波

等
衆

と
云
、
此

本

に
、
付
給

ふ
。

 
愛

に
、

せ
ん
人

お
わ

し
ま

す
。
本

地
、

願
自

《
在
》

(在

)
王
仏

の
け
し

ん
也

。
三

世
を
鏡

の

こ
と
く

し
り
、

八
万
証
諸

経
を

明
給

ふ
仙
人

也
。

太

子

の
御
心
指

を
奉

見
た

め

に
、

三

日
間
隠

て
、

相
給

わ
す
。

 
其
時

、
太

子
、
御

泪

を
な

か
し
、

尊
声

に
よ
は
わ

り
給

ひ
け

る
。

「我

、

生

死
を
離
、
仏

法

を
為
聞

に
、

丸

か
身
を

仙
人

に
奉

覧
」

と
、

よ
は

わ
り

給

へ
は
、
其
時

、
仙

人
来

り
給

て
、

太

子
に
相
給

ふ
。

 

「如

何
成

人

に
て
ま

し
ま
す
。

と

り
、

け
た
も

の
た

に
も

通

ぬ
ほ
ら

へ
、

尋
来
給

そ
」
と
、
問

た

ま

へ
は
、
太

子
、
答

て
曰
く

、
「我

は
、
御

天
竺

に
、

皆
等

正
、

五
百
六
億

の
主

、
上

梵
大

王

の
子

に
て
候

か
、
丸

か
母

ま
や

ふ

人
、
我

を
生

み
置

か
れ
、

此
世

は

か
な
く
成

給

ふ
事
、

悲
敷

候

に
、
其

菩

提
を

弔
奉
覧

か
た

め

に
、

五
百

六
億

の
位

を
捨

て
、
是

迄
参

候
」

と

の
給

へ
は
、
仙

人
之

曰
く
、

「
去

は
、
御
姿

を
替

へ
候

得
」

と

て
、
「
留

天

三
界

忠
、
音

相

不
入
段

、
貴
窓

入
文

意
、

心
至

法
音
舎

」

と
、

三
返
唱

て
、

太

子
、
御

出
家
成

。
御

名

を
は
、

く

と
ん
坊

と
そ
付

給

ふ
。

 

れ
う
ら

き
ん
し

ゆ

の
衣

を
、

あ

さ

の
衣

に
ぬ
き

か

へ
給

へ
て
、

し
や

ぬ

く

と
ね
り

に
被

仰
有

様

は
、
「此

か
み
を

は
、
け
ふ

み
に
参

よ
。
年

月
、

一

す

ち
を
千

す
ち

と
な

て
給

ひ
、

か

み
、
唯

今
そ

り

お
と
し

て
候
也

。

こ
ん

て

い
駒

と
か
む

り
を

は
、
父
大

王

に
参

せ

よ
。
衣

と
は

た
の

ま
む

り
を

は
、

安

た
ら
女

、
参

よ

。
今

は
あ

ぬ
わ

か
れ
を

思
切

候

へ
は
、
さ

こ
そ

悲
敷

も
、

又

は
御
恨

も
候

は

ん
。
な

れ

と
も
、
誠

の
道

に
入
な

は
、

後

に
は
嬉
敷

思

食
候

へ
し
。
此
世

界

と
申

は
、
抑
も

罪
深
事

の
身

也
。
夢

の
中

の
す

ま
ひ
、

ま

ほ
ろ

し

の
問

敷
也
。

別

を
歎

き
候

共
、

浮
世

を

い
と
ひ
、

仏
道

を

ね
か

ひ
た
ま

は
口
、

必
廻
合

ぬ
事

、
疑

有

へ
か
ら
す
」

と
、

こ
ま

く

と
文

を

あ

そ

は

し

て

、

た

ひ

に

け

り

。

 
其

時
、
し

や
ぬ
く

、
な

く
く

申

け
る

は
、
「都

寄
是
迄

御

供
申

、
参

事

も
、

御
出

家

に
成
給

ひ
候

は

〉
、
某

も
、
出

家
仕

、
宮
仕

申

へ
し
と
存

候

に
、

王
宮

へ
帰

れ

と
被

仰

候

は
、

返

々
も
悲

敷
候

」

と
て
、

鰭

而
、

も
と

ゆ
ひ
を
切

覧

と
す

る
。

 
太

子
、
重

而
被

仰
有

け

る
、
コ

か

の
な
か

れ
を
く

み
、

一
し

ゆ

の
影

に

や

と
る
事

も
、

此

は
多

生

の
ゑ

ん
也
。

い
わ
や
、

し

ゆ
う

く

と
成
事

、

ひ
な
き

ゑ
ん
也

。
然

は
、
丸

か
命

を
背

へ
か
ら
す

。
其
上

、

王
宮

を
忍

出

て
、

何
方

へ
行

つ
覧

も
、

し
ら

せ
給

わ
す
。

父
大

王
始
而

、

百
官

万
民

に

至
迄

、

一
天

の
暗

闇
、

さ

そ
有
覧

。
夫

に
付

而
も

、
様

々
形

見
を

奉
、

御

心

を
は
慰
奉

覧

こ
そ
、

丸

か

二
世

の
御

供
な

れ
。

し

ゆ
く

ん

は
、

七
生

の

契

り
な
り

」
と
、

様

々

に
す

か
し
給

へ
は
、

「被

仰

を
背

へ
か
ら

す
」
と

て
、

な
く

く

御

形

見

の
物

を
給

り

つ

〉
、

こ
ん
て

い
駒

の
足

な

み
も

、

む
な

し

く
引

て
、
王
宮

へ
そ
帰

け

る
。

心

の
内
、

思

や
ら

れ
て
哀

也
。

 

さ
な

き
た

に
、
た

ん
と

く

せ
ん
は
、

せ

き

か
ん
か

》
と
そ

ひ

へ
、
借

に

も

人
間

の
通

ひ
な
し
。

た

ま
く

聞
物

と

て
は
、

山
河
木

石

、

い
か

つ
ち

け

わ
し

き
雨

の
音

計
、

是

や
此
、

め

い
と

の
た

ひ
か

と
思

は
れ

て
、
物

す

ご
き
事
限

な
し

。
少

も
ま

と

ろ
む

へ
き
や
う

あ
ら

さ
れ

は
、

王
宮

は
、

夢

に
も

み
ゆ
る
事

も
な

し
。

三
歳

の
雪
、

谷

の

つ
ら

く

も

と
け

や
ら

す
。
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鹿

の
通

路
跡

た

へ
て
、
遠
近

人
も

通
ね

は
、
道

を

問

へ
き
や
う

も
な

し
。

倦
も
、

太

子
を
は
、

た
ん

と
く

せ
ん

の
ほ
ら

に
、

只

一
人
捨
置

奉
り

、
帰

る
心

の
道

し
ゆ
ん
、

泪
は
袖

に
せ
き
あ

へ
す
、

悲

む
音

は
、

天

に
も

ひ

〉

く
計
也

。

 

こ
ん

て

い
駒
も
、
太
子

の
御
余
波

を

惜

み
、
黄
成

泪
を

そ
な

か
し

け

る
。

た

ん
と
く

せ
ん

へ
、

太
子

を
く
し

て
飛

給

ひ
し
は

、
唯

一
時

の
間
也

。

し

や

ぬ
く
は
、

明

ぬ
暮

ぬ
と

せ
し

ほ
と

に
、

三
歳

三

月
と
申

に
、

王
宮

へ
そ

帰

り
け
る
。
様

々
の
御

形

見

の
物

と
も

、
取
出

し
参

せ
け
る
。

歎

き
悲

み

給
事
、

今
更

に
、
都

の
内

、

か
き
く

ら
し

て
そ
た

へ
た

り
け

る
。

 

后
安

た

ら
女

は
、
し
や

ぬ
く

か
袖

に
す
か

り
付
、
被

仰

け
る

は
、
「
太

子

の
御
出

家
而

お
わ

し
ま
す

、
た

ん
と
く

せ

ん
ゑ
、

く
し

て
行
」

と

て
、

な

き

い
ら
せ
給

ふ
御
有

様
、

目
も
あ

て

ら
れ

す
哀
也

。

 

様

々

の
御
事

共
、

御
座

候

へ
共

、
次

巻
有

之
也

。

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

稽
住

之
時

 

 

元
和

七
年

無
神

月
吉

日
 

 

 

 
学
誉

(花

押
)
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